











































司 1)、堀井　亮聡 1)、立山　　洸 1)、中森　翔大 1)、




































1)、阿倍　寛子 2)、成澤　千代 2)、千田　康徳 3)、


















































結 果：ISR3例,直 腸 反 転26例(手 縫 い11例,DST16例),TASE13
例,TVSE13例.合併症は縫合不全1例,SSI1例(創感染なし)でNOSE手技
に関するトラブルなく局所再発はなかった.術後の疼痛は通常の腹腔
鏡下手術と比較すると優位に少なかった.
結語：当院におけるILSの適応は大腸疾患で約30%と症例は限定さ
れるが,ILSの低侵襲性は驚異であった.現在経膣的に気腹を保つ手技
を考案し,腹腔内操作のアシストポートとして利用しReduced port 
を試みている.
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